


極小未熟児の超音波診断を続けて行っている内に,側脳室外上方の白質部に初期には比較

的ハイニコーを呈し,後に cyst 様に軟化所見を呈してくる病態のある症例に気付いた。検

討期間の 3年間に 7例の症例に遭遇したが,いずれも脳室内出血は Grade1 以内で軽度であ

ったが神経学的予後は表 5に示すように重篤であった。部位的にみても運動ニューロンの

重要な走行部に一致しているためにもたらされた症状と考えられる。本病変の生ずる機序

については未だ不明であるが,虚血性病変が極めて疑わしい。脳室周辺の出血と本病変との

関係など今後検討を要する問題である。 


